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機
動
展
開
訓
練
及
び
旅
団
演
習

第
14
旅
団

先
月
に
北
海
道
上
富
良
野
演

習
場
ま
で
機
動
を
行
っ
た
第
10

師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）

は
、
同
演
習
場
に
お
い
て
準
備

訓
練
を
実
施
し
た
後
に
矢
臼
別

演
習
場
ま
で
移
動
し
、
第
５
旅

団
と
の
対
抗
演
習
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
北
海
道
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｔ
Ｃ
）
の
訓
練
評

価
支
援
を
受
け
、
第
10
師
団
は

今
後
の
訓
練
の
資
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

ま
た
、
第
10
師
団
は
矢
臼
別

演
習
場
に
お
い
て
、
対
抗
演
習

の
ほ
か
に
重
迫
撃
砲
や
１
５
５

㎜
り
ゅ
う
弾
砲
等
の
射
撃
訓
練

を
実
施
し
、
師
団
と
し
て
の
射

撃
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
所
望

の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

機動展開訓練（左：民間船舶による機動 右：CH－４７による機動）

旅団演習（左：警戒監視 右：ＦＨ－７０による射撃）

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
陸
将
補
）
は
、
９
月
２
日

（
水
）
か
ら
19
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
長
崎
県
対
馬
市
に
お

け
る
機
動
展
開
訓
練
に
引
き
続
き
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お

い
て
旅
団
演
習
を
実
施
し
た
。

機
動
展
開
訓
練
に
お
い
て
は
Ｃ
Ｈ
❘
47
に
よ
る
空
中
機
動

の
ほ
か
、
民
間
船
舶
に
よ
る
海
上
機
動
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
け
る
旅
団
演
習
に
お
い
て
は
、
警
戒

監
視
や
中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長

服
部
１
佐
）
が
り
ゅ
う

弾
砲
（
Ｆ
Ｈ‐

70
）
に
よ
る
火
力
戦
闘
訓
練
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
、
第
14
旅
団
は
機
動
旅
団
と
し
て

の
更
な
る
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

上富良野演習場において準備訓練を行う隊員 北海道の地を駆ける７４式戦車

重迫撃砲の弾薬を装填する隊員 １５５㎜りゅう弾砲（FH-70）の射撃

８７式対戦車誘導弾の射撃

北海道において実動対抗演習参加及び
中・重砲等長距離射撃訓練を実施 第１０師団



（２）２０２０年１０月７日発刊号 中部方面隊広報紙

第
３
師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
９
月
２
日
（
水
）
か
ら
９
月
８
日
（
火
）
ま

で
の
間
、
第
２
次
訓
練
検
閲
を
あ
い
ば
野
演
習
場
及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場
等
に
お
い
て
実

施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
よ
り
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

山
田
１
佐
）
、
第
３
施
設
大
隊

（
大
隊
長

菅
原
２
佐
）
及
び
第
３
通
信
大
隊
（
大
隊
長

片
山
２
佐
）
に
対
し
て
防
御

を
主
体
と
し
た
戦
術
行
動
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
歩
向

上
を
促
し
た
。

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤

陸
将
）
は
、
８
月
下
旬
か
ら
９

月
に
か
け
て
、
各
自
治
体
と
の

防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
防
災
訓
練
に
よ
り
、
中
部

方
面
隊
が
各
自
治
体
と
の
連
携

を
更
に
深
め
、
各
種
災
害
に
備

え
る
基
盤
と
す
る
と
と
も
に
、

各
自
治
体
と
の
信
頼
を
深
め
る

た
め
の
一
助
と
な
っ
た
。

各自治体との防災訓練

第
３
師
団

第
２
次
訓
練
検
閲

９
月
４
日
（
金
）
か
ら

９
月
12
日
（
土
）
ま
で
の

間
、
第
10
高
射
特
科
大
隊

（
大
隊
長

篠
村
２
佐
）

は
、
北
海
道
静
内
射
場
に

お
い
て
93
式
近
距
離
地
対

空
誘
導
弾
（
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
）

の
対
空
実
弾
射
撃
訓
練
を

実
施
し
た
。

第
10
高
射
特
科
大
隊
は

普
段
の
訓
練
の
成
果
を
存

分
に
生
か
し
、
所
望
の
訓

練
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。

対
空
実
弾
射
撃
訓
練

北
海
道
静
内
射
場

防御戦闘を行う隊員
（第37普通科連隊）

07式機動支援橋の展開
（第３施設大隊）

有線構成の準備
（第３通信大隊）

近ＳＡＭの射撃状況

近ＳＡＭの操作をする隊員

訓練名 場所 期間 実施部隊

福井県原子力防災訓練 福井県大飯郡 8/26～27 第14普通科連隊

富山県総合防災訓練 富山県滑川市 8/30 第14普通科連隊

愛媛県総合防災訓練 愛媛県伊予市 8/29 中部方面特科隊

香川県総合防災訓練 香川県高松市 8/30 第15即応機動連隊

福知山市防災訓練 京都府福知山市 8/31 第７普通科連隊

姫路市防災訓練 兵庫県姫路市 8/31 第３特科隊

三重県総合図上訓練 三重県津市 9/1 第10飛行隊

京都府総合防災訓練 京都府京都市 9/1 第７普通科連隊

出雲市防災訓練 島根県出雲市 9/1 第13偵察隊

広島市総合防災訓練 広島県広島市 9/4 第46普通科連隊

鳥取市防災訓練 鳥取県鳥取市 9/10 第８普通科連隊

北名古屋市防災訓練 愛知県北名古屋市 9/13 第10施設大隊

滋賀県合同防災訓練
滋賀県大津市、東
近江市

9/20
第３戦車大隊
第３飛行隊

兵庫県阪神地域合同
防災訓練

兵庫県尼崎市、三
田市、西宮市、三
木市

9/20
第３特科隊
第３飛行隊
自衛隊阪神病院

石川県防災総合訓練 石川県穴水町 9/27 第14普通科連隊

07式機動支援橋の展示（愛知県）

野外炊具の展示（兵庫県）



（３）２０２０年１０月７日発刊号 中部方面隊広報紙

９
月
９
日
（
水
）
、

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
山

本
防
衛
副
大
臣
（
当

時
）
の
視
察
を
受
け

た
。防

衛
副
大
臣
の
視

察
受
け
は
、
出
雲
駐

屯
地
（
駐
屯
地
司
令

第

13

偵

察

隊

長

中
津
２
佐
）
、
自
衛

隊
島
根
地
方
協
力
本

部
（
本
部
長

高
橋

１
佐
）
及
び
米
子
駐

屯
地
（
駐
屯
地
司
令

第
８
普
通
科
連
隊
長

天
内
１
佐
）
の
３
箇

所
で
実
施
さ
れ
た
。

防
衛
副
大
臣
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
地

に
お
い
て
、
部
隊
か

ら
の
状
況
報
告
、
隊

内
巡
視
、
部
隊
長
等

と
の
懇
談
の
ほ
か
、

自
衛
隊
島
根
地
方
協

力
本
部
広
報
ブ
ー
ス

の
視
察
を
さ
れ
た
。

防
衛
副
大
臣
は
、

本
視
察
を
通
じ
て
、

部
隊
の
現
状
等
を
把

握
さ
れ
、
有
意
義
な

視
察
を
終
了
し
た
。

愛
知
県

合
同
企
業
説
明
会

イベント情報

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

11月8日
11月中
旬以降
に延期

あんしん
あんぜん
ふちゅう
防災王国
2020

府中イオン
モール

広島地方
協力本部
082-221-2957

11月28日
航空機体
験搭乗

八尾駐屯地
伊丹駐屯地
司令業務室
072-782-0001

10月下旬から
11月下旬ごろ

中止

あきつほっと
安心ネット
チャレンジ
フェスタ

安芸津Ｂ＆Ｇ海
洋センター

広島地方
協力本部
082-221-2957

防
衛
副
大
臣部

隊
視
察

公式
ホームページ

中部方面隊では中方YouTubeチャンネルにおいて動
画を配信中です。「障害走はしってみた」シリーズや
警務隊（陸上自衛隊内における警察）の逮捕術競技会

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸

将
）
は
、
９
月
８
日
（
火
）
愛
知
地

区
に
就
職
を
希
望
す
る
任
期
満
了
退

職
予
定
隊
員
等
に
対
し
、
委
託
会
社

（
パ
ソ
ナ
（
株
）
）
が
実
施
す
る
民

間
企
業
の
就
職
説
明
会
を
愛
知
県
に

お
い
て
開
催
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
と
な
っ
た
名
古
屋

国
際
会
議
場
に
は
、
隊
員
約
１
５
０

名
、
民
間
企
業
約
１
４
０
社
が
集
ま

り
、
企
業
説
明
の
ほ
か
、
中
隊
長
と

企
業
と
の
懇
談
及
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に

よ
る
体
験
談
の
説
明
・
相
談
が
行
わ

れ
た
。

任
期
満
了
で
退
職
を
予
定
す
る
隊

員
に
と
っ
て
、
再
就
職
準
備
を
円
滑

に
し
、
今
後
の
人
生
設
計
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

各駐屯地の記念行事については、新型コロナウイ
ルス流行のため、中止又は一般公開されていません。
記念行事以外のイベントも日程等が変更される場

合がありますので、事前にご確認ください。

障害走シリーズ（第１弾～第３弾）

中方
YouTubeチャンネル

のほか、キャンプ企
画第１弾を公開中で
す。

まだご覧になって
いない方は、是非ご
覧になって下さい！

今後も様々な動画
配信にチャレンジし
ていきます！

逮捕術競技会

中隊長と企業担当者との
懇談

企業担当者による説明

キャンプ企画第１弾

部隊長との懇談（出雲駐屯地） 広報ブース視察（島根地方協力本部） 隊内巡視（米子駐屯地）



豊
川
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
愛
知

県

三

河

地

区

（

豊

田

市

を

除

く
。
）
を
家
族
支
援
の
担
当
地
域

と
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
６
月

に
豊
川
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
愛
知

県
自
衛
隊
家
族
会
と
の
連
携
強
化

の
た
め
、
家
族
支
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
家
族
会
会

員
は
、
災
害
発
生
時
に
最
寄
の
避

難
所
に
向
か
い
、
市
役
所
名
簿
班

へ
の
問
い
合
わ
せ
又
は
特
設
公
衆

電
話
で
隊
員
家
族
の
安
否
を
確
認

で
き
ま
す
。

こ
の
際
、
円
滑
に
安
否
確
認
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
業
務
隊
は
家

族
会
と
協
力
し
て
「
家
族
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
家
族
会

会
員
へ
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
９
月
に
は
、

家
族
会
会
員
と
と
も
に
豊
橋
市
役

所
を
研
修
し
、
市
役
所
担
当
者
か

ら
実
際
に
避
難
者
情
報
の
閲
覧
方

法
や
、
特
設
公
衆
電
話
の
使
用
方

法
の
説
明
を
受
け
、
安
否
確
認
の

要
領
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
駐
屯
地
行
事
等
を
通

じ
て
家
族
会
と
の
連
携
を
更
に
深

化
さ
せ
、
よ
り
充
実
し
た
家
族
支

援
態
勢
の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信（連載：第４６回）

豊
川
駐
屯
地
業
務
隊

平
成
30
年
８
月
に
第
14
後
方
支
援
隊
第
１
整
備
中
隊

長
に
上
番
し
、
今
年
の
８
月
で
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣
に
始

ま
り
、
令
和
２
年
８
月
に
は
中
隊
検
閲
を
受
閲
し
、
諸

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
中
隊
の
伝
統
を
基
盤
に
隊
員
及

び
中
隊
を
練
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
着
意

し
た
事
項
は
、
「
意
識
改
革
」
で
あ
り
ま
す
。
今
自
ら

が
置
か
れ
て
い
る
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
現
状

を
踏
ま
え
て
新
た
な
目
標
を
設
定
し
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
に
「
如
何
に
隊
員
の
意
識
を
変
え
て
い
く
か
」
と

い
う
こ
と
に
着
意
し
て
「
後
輩
の
育
成
は
自
ら
の
手

で
」
と
言
い
続
け
て
中
隊
を
鍛
え
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
、
隊
員
自
主
募
集
が
あ
り

ま
す
。
我
が
中
隊
で
は
、
平
成
30
年
度
に
隊
員
自
主
募

集
情
報
14
件
に
対
し
入
隊
者
３
名
、
平
成
31
年
度
に
お

い
て
は
自
主
募
集
情
報
19
件
に
対
し
入
隊
者
６
名
の
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
リ

ク
ル
ー
タ
ー
の
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
成
果
の

あ
っ
た
要
因
と
し
て
「
若
年
隊
員
」
に
よ
る
募
集
情
報

の
獲
得
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
新
隊
員
等
の
若
年
隊
員
は
、

ま
だ
学
生
時
代
の
付
き
合
い
（
地
元
と
の
つ
な
が
り
）

の
あ
る
隊
員
が
多
く
、
同
級
生
及
び
部
活
動
の
後
輩
等
、

比
較
的
情
報
を
取
得
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
部
外
活
動
に
お
い
て
も
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
情
報
を
取
得
し
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
自
身
の
経
験
か
ら
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
も
平
成
28
年
度
及
び
平
成
31
年
度
に
１
名
ず
つ
入
隊

に
繋
が
る
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
隊
員
一
人
一
人
が
何
事
に
も
参
画
意
識
を

保
持
で
き
る
よ
う
、
目
的
・
目
標
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
「
意
識
改
革
」
し
て
部
隊
及
び
隊
員
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第１４後方支援隊
第１整備中隊長
（善通寺駐屯地）

１等陸尉
上 田 純

米
子
駐
屯
地
は
鳥
取
県
西
部

に
位
置
し
、
海
や
山
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
近

年
、
鳥
取
県
は
星
空
が
綺
麗
に

見
え
る
こ
と
か
ら
「
星
取
県
」
、

蟹
の
水
揚
げ
量
日
本
一
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
蟹
取
県
」
と
し
て

県
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

冬
の
味
覚
「
松
葉
蟹
」
が
11

月
初
旬
に
解
禁
し
ま
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
駐
屯
地
で
は
松
葉

蟹
の
メ
ス
「
親
蟹
」
を
「
蟹

汁
」
と
し
て
提
供
し
ま
す
。
駐

屯
地
納
品
時
は
ま
だ
生
き
て
い

る
蟹
を
使
用
し
て
出
汁
を
と
り
、

そ
の
蟹
を
器
に
１
／
２
枚
づ
つ

盛
り
付
け
ま
す
。
蟹
の
出
汁
が

効
い
た
味
噌
汁
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
蟹
の
中
に
あ
る
内
子
と

蟹
味
噌
の
濃
厚
な
旨
味
そ
し
て

外
子
の
食
感
も
味
わ
え
る
豪
快

で
贅
沢
な
一
杯
で
す
。
年
に
１

～
２
回
し
か
提
供
で
き
な
い
貴

重
な
献
立
で
す
の
で
、
食
べ
ら

れ
た
方
は
と
て
も
幸
運
で
す
。

そ
の
他
に
も
地
元
食
材
「
二
十

世
紀
梨
」
「
ね
ば
り
っ
こ
（
長

い
も
）
」
「
大
栄
す
い
か
」
や

「
豆
腐
ち
く
わ
」
を
使
用
し
た

献
立
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
米

子
駐
屯
地
に
ウ
エ
ル
か
に
！

（４）

「
意
識
改
革
」

理
中
隊
通
信
小
隊
に
配
属
さ
れ
、
有
線
通
信
陸
曹
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。

普
通
科
職
種
は
、
最
前
線
で
任
務
に
従
事
し
ま
す
。
そ

の
中
で
私
は
、
通
信
小
隊
と
し
て
有
線
通
信
の
構
成
、
維

持
、
運
営
を
し
、
連
隊
の
任
務
完
遂
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ら
に
連
隊
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

思
い
、
体
育
学
校
で
の
勤
務
経
験
を
生
か
し
て
格
闘
訓
練

隊
に
参
加
し
、
練
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

上
司
の
方
や
同
期
、
後
輩
隊
員
に
訓
練
中
は
支
え
て
い

た
だ
き
、
勤
務
調
整
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
中
隊
や
小
隊
の

協
力
も
あ
っ
て
、
今
年
の
２
月
に
部
隊
格
闘
指
導
官
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

師
団
の
格
闘
指
導
官
課
程
に
お
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の

助
教
の
方
に
様
々
な
知
識
、
技
術
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
、
人
生
経
験
を
し
た
同
期
と
も

切
磋
琢
磨
し
、
と
て
も
貴
重
な
充
実
し
た
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

２０２０年１０月７日発刊号 中部方面隊広報紙

第36普通科連隊
（伊丹駐屯地）

３曹 植野 さくら

同
時
に
、
私
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

師
団
で
は
女
性
自
衛
官
の

指
導
官
は
私
し
か
い
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
は
後
輩
隊
員
育

成
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

部
隊
に
普
及
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

は
私
自
身
も
今
以
上
に
練
度

を
向
上
さ
せ
、
上
級
格
闘
指

導
官
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
第
３
師
団
初
の
女
性
格
闘
指
導
官
と
し
て
」

私
は
、
平
成

22
年
４
月
に
一

般
陸
曹
候
補
生

と
し
て
入
隊
し
、

自
衛
隊
体
育
学

校
を
経
て
、
現

在
は
第
36
普
通

科
連
隊
本
部
管

「家族会支援マニュアル」
完成時の様子

豊橋市役所研修の様子

相手を抑え込む植野３曹

「米子駐屯地」

松葉蟹が1/2枚入った蟹汁


